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１．研究計画の概要 
これまでの研究から、８つのグループに大別
される多様な光受容タンパク質ロドプシン
類が個々の機能に加えて、１つの細胞内で協
調して新たな機能を発現していることが考
えられた。多様なロドプシン類の個々の分子
特性の全容を明らかにし、強調的機能発現の
詳細を知るために、次の２点についての研究
計画を立案した。 
（１）機能未知の３つのサブグループに属す
るロドプシン類（刺胞動物ロドプシン類、エ
ンセファロプシン、ニューロプシン）や多様
で重要な機能を担うメラノプシン等の機能
的な分子特性を明らかにする。 
（２）ハマダラカの視細胞をモデルとしてエ
ンセファロプシンと視物質が協調的に生み
出す機能発現について、分光学的、生化学的、
分子生理学的に解析する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）刺胞動物の眼には繊毛型の視細胞が存
在する。新口動物（ヒトを含む脊椎動物）の
視細胞並びに旧口動物（ホタテガイ）の視細
胞など、他の繊毛型視細胞で機能するロドプ
シン類と情報伝達系を比較解析した。その結
果、刺胞動物の中で最も発達した眼を持つア
ンドンクラゲの視細胞では、ユニークなロド
プシン類が光受容し、Gs 型 G タンパク質を
介して細胞内 cAMP 濃度の上昇により電気
的な応答が生じることを見出し、注目された。
さらに、脊椎動物の視細胞ではたらいている
CNG チャネルのホモログが機能しているこ
とも示唆された。異なる動物の繊毛型視細胞
は、そこで機能するロドプシン類や G タンパ
ク質は異なるものの、環状ヌクレオチドをセ

カンドメッセンジャーとして CNG チャネル
を開閉するという類似性を持つので、進化的
に関連していると考えられた。また、多様な
ロドプシン類は８つのサブグループに分類
されるが、その中で未だ発現に成功していな
かったエンセファロプシン類の発現、大量生
成と詳細な分光・生化学的解析に初めて成功
した。さらに、多様なメラノプシンの分光学
的・生化学的特性の詳細も解明した。 
（２）ハマダラカの視細胞には視物質に加え
てエンセファロプシンが発現していること
を見出していた。エンセファロプシンがどの
種類の視細胞に存在し、どのような視物質と
共 存 し て い る の か に つ い て 、 in situ 
hybridization 法により解析した。その結果、
背側と腹側の個眼の特定の１つの視細胞に
エンセファロプシン類似色素が存在するこ
とを見出し、それは青感受性の視物質と共存
して機能発現を行っていることを発見した。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
（理由）多くの予備実験に基づく計画である
ため、順調に進展している。ただし、ハマダ
ラカの視細胞の単一細胞からの電気生理学
的測定が困難であったので、標的とする細胞
で機能しているロドプシン類を単離して、培
養細胞系で発現解析を行うことにより克服
した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）８つのグループに大別されるロドプシ
ン類の中で、まだ発現解析に成功していない
残り１つのロドプシン類であるニューロプ
シンについて、さまざまな培養細胞や遺伝子

研究種目：基盤研究 (A) 

研究期間：2007～2011 

課題番号：19207006 

研究課題名（和文） ロドプシン類の多様性とその協調的機能発現の分子生理学的解析 

                     

研究課題名（英文） Molecular physiological study on diversity of rhodopsins and their 

cooperative function.  

研究代表者 

 寺北 明久（TERAKITA AKIHISA） 

 大阪市立大学, 大学院理学研究科・教授 

 研究者番号：30212062 

 
 



 

 

導入動物など、多様な発現系を駆使して発現
させ、生化学的・分光学的解析を行う。 
（２）ハマダラカのエンセファロプシンが発
現している視細胞の神経投射を解析すると
ともに、RNAi によりエンセファロプシンや青
色感受性視物質をノックダウンして、機能解
析を試みる。 
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